
複数のPCを利用して、1つのシミュレーションにかかる時間を短縮！

• PCの数に応じ、ほぼ線形的に計算速度が向上
• 最適化計算も可能
◆ 効果を見込める計算 ： 時間のかかる迷光解析 など

• 膨大な光線本数を使用
• シミュレーション後、受光器フィルターやレイパスを利用

LightTools【分散シミュレーションモジュール】
~解析時間の大幅短縮 → 製品開発の大幅な期間短縮~

コントローラーPCとワーカーPCとで
シミュレーションタスクを分散し、
最終的に結果を統合します。
• コントローラーPC

• モデリングやシミュレーションの
設定、解析などを行うPC

• 分散シミュレーション実行時の
PCとして利用することも可能

• ワーカーPC
• 光線の一部を受け取ってシミュ

レーションを実行し、受光器で
収集した光線情報をコントロー
ラーPCに返すリモートPC

• 受光器での光線情報は保持される
ため、シミュレーション後に受光
器のメッシュ分割数や受光器フィ
ルタ―、レイパスの変更が可能

• ワーカーPCの性能は同じである
必要はなく、性能を考慮して光線
本数を振り分け

■必要要件
• コントローラーPCおよびすべてのワーカーPC

• LightToolsのインストール（バージョンは
統一）

• Intel MPI (Message Passing Interface)
のインストール

• ネットワーク名やIPアドレス
• 共有ネットワークフォルダ
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【問い合わせ先】
日本シノプシス合同会社 オプティカルソリューション ビジネスユニット
Email: osg_sales_japan@synopsys.com, lighttools_support@synopsys.com
光学ソリューションWEBページ
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/ja-jp/optical-solutions.html


PC x 3台）計算時間：35



• RSoft Photonic Device ToolsとのBSDFデータ連携
• 逆方向シミュレーション：100万本（メモリ使用量：少）

• PC x 1台（16コア）：マルチスレッドシミュレーション
• 計算時間：52分

• PC x 3



• 1mmから4mmまでの厚みの拡散シートを体積散乱でモデリング
• 逆方向シミュレーション：10億本

• PC x 1台（16コア）：マルチスレッドシミュレーション
• 計算時間：34時間

• PC x 3台（16コア x 3 = 48コア）：分散シミュレーション
• 計算時間：11時間
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PC x 1台）
計算時間：34時間

PC x 3台）
計算時間：11時間

■高速化事例3：体積散乱モデル


